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第 1 号議案

平成 19

本学会の目的達成のため，定款に定められた次の各事項の事業を行った。

1. 研究発表会および学術講演会の開催（定款第 5 条一号）

1) 研究発表会

） 春季大会平成 19 年 3 月 27 日(火)～31 日(土），於東京海洋大学品川キャンパス（東京都港区）

大会委員長 阿部宏喜

研究発表 口頭 835 題，ポスター 213 題 計 1,048 題

シンポジウム 5 件 演題 50 題，ミニシンポジウム 2 件 演題 10 題

平成 18 年度日本水産学会賞受賞者講演 12 題

参加者数 1,695 名

） 秋季大会平成 19 年 9 月 25 日(火)～28 日(金），於北海道大学水産学部（北海道函館市）

大会委員長 原 彰彦

研究発表 口頭 490 題，ポスター 112 題 計 602 題

シンポジウム 3 件 演題 32 題，ミニシンポジウム 1 件 演題 5 題

参加者数 882 名

2) シンポジウム

春季大会開催時（平成 19 年 3 月 27 日，3 月 31 日，於東京海洋大学品川キャンパス）

） シンポジウム「水産学と日本水産学会の未来 Part―日本水産学会の役割と改革―」演題 7 題，

（主催 理事会）企画責任者青木 宙塚本勝巳

) 「微生物制御の最前線食の安全から環境保全まで」演題 10 題

企画責任者藤井建夫杉田治男左子芳彦吉水 守

) 「森，里，川と沿岸域の生物生産」演題 13 題

企画責任者山下 洋上 真一上田 宏青海忠久田中 克

) 「水圈生物の色素―嗜好性と機能性―」演題 10 題

企画責任者平田 孝広瀬和彦

) 「海洋資源生物研究におけるネット採集具開発の現状と課題」演題 10 題

企画責任者大関芳沖胡 夫祥藤森康澄東海 正

秋季大会開催時（平成 19 年 9 月 28 日，於北海道大学水産学部）

) 「水産動物の生態研究における安定同位体比分析の現状と展望」演題 12 題

企画責任者南 卓志山下 洋富永 修高井則之山川 卓

) 「水産学と地域連携道南における新海洋産業網の形成に向けて」演題 10 題

企画責任者安井 肇足立伸次川合祐史佐伯宏樹高橋是太郎

) 「磯焼けの科学と修復技術」演題 10 題

企画責任者谷口和也嵯峨直恆關 哲夫武内良雄吾妻行雄

3) ミニシンポジウム

春季大会開催時（平成 19 年 3 月 27 日，於東京海洋大学品川キャンパス）

) 「海藻類の単細胞化とその産業利用」演題 5 題

企画責任者吉松隆夫内田基晴荒木利芳原 隆酒本秀一

) 「水産分野における知的財産に関する問題」演題 5 題

企画責任者中村 宏東海 正佐竹幹雄

秋季大会開催時（平成 19 年 9 月 28 日，於北海道大学水産学部）

) 「水産科学に携わる女性研究者の現状と展望」演題 5 題

企画責任者荒井克俊岡本信明笠井久会

4) 講演会

2007 ジャパンインターナショナルシーフードショーにおける講演会

シーフードの科学「魚と健康」演題 3 題，（日本水産学会大日本水産会 共催）

年度事業報告
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平成 19 年 7 月 19 日，於東京国際展示場東京ビックサイト（東京都江東区）

企画責任者 塚本勝巳 講演者 鈴木たね子阿部宏喜益田玲爾

参加者数 約 50 名

5) 支部の活動

） 北海道支部

◯平成 19 年度日本水産学会秋季大会（平成 19 年 9 月 25 日～28 日），於北海道大学水産学部

担当 北海道大学大学院水産科学研究院

◯支部講演会（平成 20 年 2 月 22 日），於北海道大学水産学部

） 東北支部

◯支部大会（平成 19 年 10 月 26 日27 日），於福島県福島市杉妻会館（福島県福島市）

ミニシンポジウム「東北地方におけるアユ漁業の現状と問題点」演題 6 題

一般研究発表 16 題，参加者 56 名

◯支部例会（平成 20年 2 月 1 日），於東北大学大学院農学研究科（宮城県仙台市）

特別講演 3 題，参加者 115 名

） 関東支部

◯平成 19 年度日本水産学会春季大会（平成 19 年 3 月 27 日～31 日），於東京海洋大学品川キャンパス

担当 東京大学大学院農学生命科学研究科

◯シンポジウム（平成 19 年 11 月 6 日），於東京海洋大学楽水会館（東京都港区）

「水産分野における知的財産戦略」演題 6 題，参加者数 67 名

◯小中学校向け派遣講座補助事業（平成 19 年 11 月 15 日），

於独水産総合研究センター中央水産研究所浅海増殖部（神奈川県横須賀市）

「海の生命を守る，海を大切にしている人々のお仕事を見学しよう」他 3 件，

参加者数 児童 90 名および引率教諭 3 名

◯小中学校向け派遣講座補助事業（平成 19 年 11 月 30 日），於横浜市立文庫小学校（神奈川県横浜市）

「アサリの体の仕組みの学習と海水浄化実験」他 2 件，参加者数 児童 32 名および担任 1 名

◯小中学校向け派遣講座補助事業（平成 20 年 1 月 30 日），於横浜市立汲沢中学校（神奈川県横浜市）

生物研究部の生物飼育活動の助言指導「ゼブラフィッシュの飼育と産卵」，参加者数 生徒 11 名および顧

問 2 名

） 中部支部

◯支部大会（平成 19 年 11 月 23 日），於福井県立大学小浜キャンパス（福井県小浜市）

ミニシンポジウム「トラフグ養殖研究の展望」演題 4 題

一般研究発表 10 題，特別企画 2 題，参加者数 61 名

） 近畿支部

◯前期例会（平成 19 年 7 月 7 日），於神戸女学院大学（兵庫県西宮市）

シンポジウム「近畿の水環境の現状とその制御に向けて」演題 8 題，参加者数 50 名

◯後期例会（平成 19 年 12 月 1日），於京都大学農学部（京都府京都市）

一般研究発表 17 題，参加者数 81 名

） 中国四国支部

◯支部大会（平成 19 年 12 月 8 日9 日），於広島大学学士会館（広島県東広島市）

シンポジウム「中四国地方におけるアユ増殖の課題と展望」演題 6 題

一般研究発表 28 題

参加者数 シンポジウム 130 名，一般研究発表 63 名

） 九州支部

◯支部例会（平成 19 年 10 月 13 日），於宮崎大学附属図書館（宮崎県宮崎市）

シンポジウム「養魚飼料の将来への展望」演題 8 題，参加者数 133 名

◯支部大会（平成 20 年 1 月 26 日），於宮崎大学農学部（宮崎県宮崎市）

一般研究発表 25 題，参加者数 75 名
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6) 委員会の活動

） 漁業懇話会委員会

◯第 52 回講演会（平成 19 年 3 月 27 日），於東京海洋大学品川キャンパス

「大型クラゲ Nemopolema nomurai に関する研究の現状と方向性」演題 16 題，参加者数 161 名

◯第 53 回講演会（平成 19 年 9 月 28 日），於北海道大学水産学部

「東アジアにおける持続的漁業への提言」演題 12 題，参加者数 97 名

） 水産利用懇話会委員会

◯平成 19 年度第 1 回講演会（平成 19 年 10 月 30 日），於東京大学弥生講堂（東京都文京区）

「水産における食育～水産各分野での取り組み～」演題 4 題，参加者数 33 名

◯平成 19 年度第 2 回講演会（平成 20 年 1 月 31 日），於東京大学山上会館（東京都文京区）

「水産未利用バイオマス資源の有効利用研究」演題 2 題，参加者数 45 名

） 水産増殖懇話会委員会

◯平成 19 年度第 1 回講演会（平成 19 年 9 月 25 日），於北海道大学水産学部

「マツカワの資源回復を目指した種苗生産の現状と展望」演題 6 題，参加者数 105 名

◯平成 19 年度第 2 回講演会（平成 20 年 2 月 10 日），於東京大学農学部（東京都文京区）

「魚病対策の新たな方向性」演題 5 題，参加者数 65 名

） 水産環境保全委員会

◯シンポジウム（平成 19 年 3 月 27 日），於東京海洋大学品川キャンパス

「閉鎖性海域の水産環境保全―何が明らかとなったか，何をすべきか」演題 10 題，参加者数 121 名

◯研究会ミニシンポジウム（平成 19 年 9 月 28 日），於北海道大学水産学部

「海を守り，食を保障する持続的漁業―海洋保護区と自主管理型漁業」演題 7 題，参加者数 85 名

◯沿岸環境関連学会連絡協議会への参加

第 18 回ジョイントシンポジウム（平成 19 年 5 月 19 日），於東京工業大学大岡山キャンパス（東京都目黒区）

「流域から沿岸までの土砂動態が生物生息環境に及ぼす影響を考える―陸域から海域への土砂供給変化に着目

して―」演題 10 題，参加者数 120 名

2. 学会誌および学術図書の刊行（定款第 5 条二号）

1) 学会誌

） 日本水産学会誌 第 73 巻 2 号～第 74 巻 1 号まで計 6 冊

［報文 67 編，総説，企画記事，会告，会報等 総ページ 1,362 ページ（各号 4,500 部発行）］

） Fisheries Science 第 73 巻 2 号～第 74 巻 1 号まで計 6 冊

［報文 181 編，総説等総ページ 1,482 ページ（各号 4,900 部発行）］

2) 水産学シリーズ

） 第 153 号「貝毒研究の最先端―現状と展望」今井一郎福代康夫広石伸互編，1,000 部発行

） 第 154 号「音響資源調査の新技術―計量ソナー研究の現状と展望」飯田浩二古澤昌彦稲田博史編，

1,000 部発行

） 第 155 号「微生物の利用と制御―食の安全から環境保全まで」藤井建夫杉田治男左子芳彦編，1,000 部

発行

） 第 156 号「閉鎖性海域の環境再生」山本民次古谷 研編，1,000 部発行

3) ベルソーブックス

） 029「沿岸漁業の歴史」山口 徹著，1,500 部発行

） 030「エチゼンクラゲとミズクラゲ―その正体と対策―」安田 徹著，2,000 部発行

） 031「海洋微生物と共生―サンゴ礁海底熱水孔の生き物たち―」石田祐三郎著，2,000 部発行

重版

） 005「世界の湖と水環境」倉田 亮著，500 部発行

） 018「カツオの産業と文化」若林良和著，1,000 部発行
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3. 関連学会等との連絡および協力（定款第 5 条三号）

1) 共催

） 第 21 回太平洋学術会議

主催 日本学術会議，他 13 学会

日程 平成 19 年 6 月 12 日～18 日，於沖縄コンベンションセンター（沖縄県宜野湾市）

） 第 44 回アイソトープ放射線研究発表会

主催 日本アイソトープ協会，共催 応用物理学会，他 59 学協会

日程 平成 19 年 7 月 4 日～6 日，於日本青年館（東京都新宿区）

2) 協賛

) International Symposium on Underwater Technology 2007 and International Workshop on Scientiˆc Use of

Submarine Cables and Related Technology 2007

主催 東京大学生産技術研究所，協賛 日本船舶海洋工学会，他 7 団体

日程 平成 19 年 4 月 17 日～20 日，於東京大学生産技術研究所（東京都目黒区）

） 第 39 回海中海底工学フォーラム

主催 海中海底工学フォーラム運営委員会，協賛 日本船舶海洋工学会，他 9 団体

日程 平成 19 年 5 月 21 日，於東京大学生産技術研究所

） 第 18 回食品ハイドロコロイドシンポジウム

主催 食品ハイドロコロイド研究会，協賛 化学工学会，他 26 学協会

平成 19 年 5 月 23 日，於大阪市立大学文化交流センター（大阪府大阪市）

） 第 10 回マリンバイオテクノロジー学会大会

主催 マリンバイオテクノロジー学会，協賛 日本農芸化学会，他 13 学協会

平成 19 年 5 月 26 日27 日，於山形大学小白川キャンパス（山形県山形市）

） 油脂で創る健康「トランス酸を取り巻く世界の流れ，日本の動向」

主催 日本油化学会国際生命科学研究機構，協賛 日本生化学会，他 10 学会

日程 平成 19 年 6 月 29 日30 日，於昭和大学上條講堂（東京都品川区）

） 平成 19 年度 JABEE 農学分野審査講習会

主催 農業農村工学会，農学会，他 2 団体，協賛 砂防学会，他 11 学会

平成 19 年 7 月 28 日，於東京大学弥生講堂

） 第 46 回日本油化学会年会

主催 第 46 回日本油化学会年会実行委員会，協賛 石油学会，他 6 学協会

日程 平成 19 年 9 月 6 日～8 日，於京都工芸繊維大学松ヶ崎キャンパス（京都府京都市）

） 第 5 回高付加価値食品開発のためのフォーラム

主催 日本食品機械研究会，協賛 日本栄養食糧学会，他 14 団体

日程 平成 19 年 9 月 13 日14 日，於富士教育研修所（静岡県裾野市）

） 2007 年度日本冷凍空調学会年次大会

主催 日本冷凍空調学会，協賛 近畿冷凍空調工業会，他 22 団体

日程 平成 19 年 10 月 22 日～25 日，於東京農工大学小金井キャンパス（東京都小金井市）

） 第 40 回海中海底工学フォーラム

主催 海中海底工学フォーラム運営委員会，協賛 日本船舶海洋工学会，他 8 団体

日程 平成 19 年 10 月 26 日，於東京大学海洋研究所（東京都中野区）

） 生態工学定例シンポジウム「生態工学と先端応用技術」

主催 生態工学会，協賛 照明学会，他 11 学協会

日程 平成 19 年 11 月 9 日，於東京大学弥生講堂

） 第 19 回研究成果発表会

主催 海洋調査技術学会，協賛 海中海底工学フォーラム，他 13 団体

日程 平成 19 年 11 月 15 日16 日，於海上保安庁海洋情報部（東京都中央区）

） 第 48 回高圧討論会

主催 日本高圧力学会，協賛 応用物理学会，他 45 学協会
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日程 平成 19 年 11 月 20 日～22 日，於倉吉パークスクエア（鳥取県倉吉市）

） 第 13 回ヒ素シンポジウム

主催 日本ヒ素研究会，協賛 日本環境化学会，他 9 学会

日程 平成 19 年 11 月 23 日24 日，於東海大学短期大学部（静岡県静岡市）

） 第 7 回基準油脂分析試験法セミナー

主催 日本油化学会日本化学会，協賛 日本栄養食糧学会，他 6 学会

日程 平成 19 年 12 月 6 日7 日，於東京理科大学森戸記念館第 1 フォーラム室（東京都新宿区）

3) 後援

） 第 13 回毒性評価国際シンポジウム

主催 第 13 回毒性評価国際シンポジウム実行委員会，後援 富山県立大学，他 6 団体

日程 平成 19 年 8 月 19 日～24 日，於富山県民会館（富山県富山市）

4) 第 5 回世界水産学会議開催の協力

メインテーマ「Fisheries for Global Welfare and Environmental Conservation

（世界の福祉と環境保全のための水産業）」

平成 20 年 10 月 20 日～24 日，於パシフィコ横浜（神奈川県横浜市）

主催 内閣府日本学術会議，社日本水産学会

共催 世界水産学協議会，独水産総合研究センター，国際連合食糧農業機関（FAO）

後援 文部科学省，農林水産省，横浜市，社大日本水産会，全国漁業協同組合連合会

他 10 学会

5) 日本学術会議への協力

6) 日本農学会への協力

7) 財農学会への協力

8) 学術の共同研究，情報の交換

9) 海外との学術交流等

） アメリカ水産学会との交流

1) 2007 アメリカ水産学会合同シンポジウム「沿岸域の環境保全修復と水資源回復」

（平成 19 年 9 月 2 日～6 日，於サンフランシスコ）

日本側講演者 今井一郎，中田英昭，山下 洋

2) 平成 19 年度日本水産学会春季大会招待

3) 2009 アメリカ水産学会合同シンポジウムの検討（開催日 平成 21 年 3 月）

） 中国水産学会との交流

） イギリス水産学会との交流

） 世界水産学協議会，世界水産学会議への協力

） 国際連合食糧農業機関（FAO）水産養殖局との協力覚書の調印

） 文献交換の斡旋

） 外国人研究者との交流

） その他

4. 研究業績の表彰（定款第 5 条四号）

1) 日本水産学会賞受賞者の決定

日本水産学会賞 大島 泰克「麻痺性貝毒に関する化学生化学的研究」

日本水産学会功績賞 小野征一郎「日本の水産政策に関する一連の研究」

藤井 建夫「水産食品微生物の機能と制御に関する一連の研究」

水産学進歩賞 嵯峨 直恆「水産植物の組織培養とモデル実験系の樹立に関する研究」

長崎 慶三「有害赤潮プランクトン感染性ウイルスに関する生理生態および分子生物学的

研究」

松山 倫也「魚類の生殖生理学的研究と水産増養殖資源管理への応用」

水産学奨励賞 風藤 行紀「魚類の性ステロイドホルモン産生および作用機構に関する研究」
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北川 貴士「クロマグロの行動生理生態と水温適応機構に関する研究」

佐藤 「大型甲殻類漁業における雄選択的漁獲が個体群に与える影響に関する研究」

福島 英登「魚類ミオシンの加熱ゲル形成能に関するタンパク質工学的研究」

水産学技術賞 有瀧 真人「異体類における形態異常の発現機序解明とその防除技術の開発」

2) 日本水産学会論文賞の決定

） Fisheries Science 第 73 巻 3 号675683 ページ

Cellulose digestion by common Japanese freshwater clam Corbicula japonica

坂本健太郎，東畑 顕，山下倫明，笠井亮秀，豊原治彦

） Fisheries Science 第 73 巻 4 号770776 ページ

New USBbased 3D digital echo sounder system for mapping and assessing ˆsh and aquatic plants

韓 軍，浅田 昭，八木田康信

） Fisheries Science 第 73 巻 4 号851861 ページ

Improvement of larval rearing technique for mass seed production of snow crab Chionoecetes opilio

小金隆之，團 重樹，浜崎活幸

） Fisheries Science 第 73 巻 4 号862870 ページ

EŠects of mangrove deforestation on ˆsh assemblage at Pak Phanang Bay, southern Thailand

新中達也，佐野光彦，池島 耕，Tongnunui Prasert，堀之内正博，黒倉 壽

） Fisheries Science 第 73 巻 5 号989994 ページ

Genetic identiˆcation of Conger myriaster leptocephali in East China Sea

馬 涛，Michael J. Miller，青山 潤，塚本勝巳

） Fisheries Science 第 73 巻 6 号12411248 ページ

EŠects of water temperature on early development of Japanese eel Anguilla japonica

岡村明浩，山田祥朗，堀江則之，宇藤朋子，三河直美，田中 悟，塚本勝巳

） 日本水産学会誌 第 73 巻 1 号6977 ページ

マグネシウムイオンの鎮静作用を利用したヤリイカとスルメイカの活輸送，とくに輸送後の冷凍および冷蔵

試料との品質の比較

舩津保浩，川崎賢一，臼井一茂，仲手川 恒，清水俊治，阿部宏喜

） 日本水産学会誌 第 73 巻 2 号210219 ページ

瀬戸内海東部海域におけるサワラの種苗放流効果

山崎英樹，竹森弘征，岩本明雄，奥村重信，藤本 宏，山本義久，小畑泰弘，草加耕司，北田修一

3) 平成 20 年度日本農学賞受賞者の推薦

熊井英水 「クロマグロの完全養殖に関する研究」

4) 平成 19 年度日本農学進歩賞受賞者の推薦

米田道夫 「国際漁場における漁業資源の管理技術向上に向けた生態学的研究」

5. その他目的を達成するために必要な事業（定款第 5 条五号）

1) 通常総会 1 回（平成 19 年 3 月 29 日），於東京海洋大学品川キャンパス

） 平成 18 年度事業報告，収支決算，貸借対照表，財産目録および監査報告の承認

） 平成 19 年度事業計画案および収支予算案の承認

） 平成 20 年度事業計画案および収支予算案の定款第 40 条 2 項による取り扱いの承認

） 細則の一部改正の承認

） 平成 19 年度役員（理事）の承認

） 名誉会員の承認

） 定款第 11 条第 3 項による平成 18 年度除名者の承認

2) 評議員会 1 回（平成 20 年 3 月 27 日），於東海大学海洋学部（静岡県静岡市）

） 平成 19 年度事業報告案，収支決算案，貸借対照表案，財産目録および監査報告の承認

） 平成 20 年度事業計画案および収支予算案の承認

） 平成 21 年度事業計画案および収支予算案の定款第 40 条 2 項による取り扱いの承認
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） 細則の一部改正案の承認

） 平成 2021 年度役員（理事および監事）候補者の承認

） 定款第 11 条第 3 項による平成 19 年度除名予定者の承認

3) 理事会 7 回

平成 19 年度第 3 回（平成 19 年 3 月 29 日），於東京海洋大学品川キャンパス

） 名誉会員の学会誌掲載追悼文の承認

） 投稿規定一部改正案の検討

） ベルソーブックス委員会規則制定の承認

） 平成 20 年度春季大会の東海大学との共催の承認

） 入会者の承認

） 平成 19 年度科学研究費補助金（研究成果公開促進費）不採択の場合における対応策の検討を財務検討特別

委員会に依頼

平成 19 年度第 4 回（平成 19 年 6 月 9 日），於東京海洋大学品川キャンパス

） 科研費不採択における財務検討特別委員会からの対応策報告に対する検討および財政問題アンケート実施の

承認

） 投稿規程一部改正の承認

） 平成 1920 年度永年会員候補者の承認

） 平成 19 年度支部交付金配分額の承認

） 平成 19 年度会員名簿の配布価格の承認

） 2007 ジャパンインターナショナルシーフードショーにおける講演会開催企画の承認

） 東南アジア漁業開発センター（SEAFDEC）養殖部局に学会誌寄贈の承認

） 水産利用懇話会委員会委員変更の承認

） 沿岸環境関連学会連絡協議会参加経費の承認

） 国立大学教育研究評価委員会専門委員選出の承認

） 公益信託増進会自然環境保全研究活動助成基金申請の承認

） 新公益法人制度に対する新公益法人制度対応 WG 設置を承認

） 水産物に対するエコラベルのシステム構築およびシーフードマイスターに関する情報収集の要請

） 協賛依頼の承認

） 入会者の承認

平成 19 年度第 5 回（平成 19 年 9 月 25 日），於北海道大学水産学部

） 名誉会員の学会誌掲載追悼文の承認

） 第 5 回世界水産学会議における皇室招待の協力を承認

） 学会の財政および経費削減に関するアンケート結果に基づいた今後の対応策を会員意見交換会において提示

を承認

） 平成 2021 年度評議員および支部評議員定数の承認

） 投稿規定一部改正の承認

） 水産政策特別委員会新設および委員選出ならびに海洋基本計画策定の提言の取りまとめの諮問

） ベルソーブックス委員会委員追加の承認

） 水産学教育推進委員会委員変更の承認

） 技術論文誌「水産技術（仮称）」監修についての審議

） 第 5 回世界水産学会議募金委員追加の承認

） 平成 20 年度日本農学会シンポジウムの演者選出方法の承認

） 平成 19 年度日本農学進歩賞受賞候補者推薦の承認

） 平成 19 年度沖縄研究奨励賞受賞候補者推薦方法の承認

） 協賛依頼の承認

） 入会者の承認

平成 19 年度第 6 回（平成 19 年 12 月 8 日），於東京大学農学部

） 名誉会員追悼文の学会誌掲載の承認
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） 第三次生物多様性国家戦略案に対する水産環境保全委員会のパブリックコメントの承認

） 水産政策特別委員会委員追加の承認

） 平成 20 年度日本農学賞受賞候補者推薦の承認

） Fisheries Science 誌の入札制移行の承認

） 平成 20 年度予算作成に向けての基本方針（案）の承認

） Fisheries Science 誌の配布中止に係わる外国人向け案内文検討の承認

） 将来的に公益社団法人への移行を目指すことの承認

） 平成 19 年度日本水産学会賞受賞者の決定

） 細則一部改正による各種規則（企画広報委員会規則，シンポジウム企画委員会規則，ベルソーブックス委員

会規則，水産環境保全委員会規則，漁業懇話会委員会規則，水産利用懇話会委員会規則，水産増殖懇話会委員会

規則)規程（会計処理規程，公印規程）の一部改正の承認

） 国際交流委員会規則の一部改正案および細則の一部改正案の審議

） 論文賞授賞規程一部改正の承認

） 大会規程一部改正案の検討

） 水産学教育推進委員会の名称変更「水産教育推進委員会」の承認

） 技術論文誌「水産技術」の監修は本会が行うことを承認

） 平成 20 年度日本農学会評議員運営委員の推薦方法の承認

） 水産政策特別委員会答申「海洋基本計画策定への水産学からの提言」を総合海洋本部に本会として提出する

ことを承認

） 理事会主催シンポジウム「水産学と日本水産学会の未来 Part―行動する日本水産学会―」の日本学術会

議との共催申請の承認

） 協賛依頼の承認

） 入会者の承認

平成 19 年度第 7 回（平成 20 年 2 月 2 日），於東京海洋大学品川キャンパス

） 平成 19 年度事業報告案，収支決算案および特別会計決算案の審議

） 平成 20 年度事業計画案，収支予算案および特別会計案の審議

） 平成 19 年度除名予定者の審議

） 平成 19 年度日本水産学会賞論文賞の決定

） 水産学教育推進委員会規則一部改正案および細則一部改正案の審議

） 水産技術誌監修委員会規則(案)の審議

） 大会事務要領の一部改正案の承認

） 協賛依頼の承認

平成 20 年度第 1 回（平成 20 年 3 月 15 日），於東京海洋大学品川キャンパス

） 平成 19 年度事業報告案，収支決算案，特別会計決算案ならびに財産目録および貸借対照表案の審議

） 平成 20 年度事業計画案，収支予算案および特別会計予算案の審議

） 平成 19 年度除名予定者の審議

） 各種委員会委員および幹事の承認

） 学会誌配付規程一部改正案に関する細則の一部改正(案)の審議

） 海洋基本計画（原案）に対するパブリックコメントの承認

平成 20 年度第 2 回（平成 20 年 3 月 27 日），於東海大学海洋学部

） 平成 19 年度事業報告案，収支決算案，特別会計決算案，財産目録および貸借対照表案の審議ならびに評議

員会および総会に諮ることの承認

） 平成 20 年度事業計画案および収支予算案の審議ならびに評議員会および総会に諮ることの承認

） 平成 21 年度事業計画案および収支予算案の定款第 40 条 2 項による取り扱いの審議ならびに評議員会および

総会に諮ることの承認

） 細則一部改正案を評議員会および総会に諮ることの承認

） 平成 2021 年度役員（理事および監事）候補者を評議員会および総会に諮ることの承認

） 平成 19 年度除名予定者を評議員会および総会に諮ることの承認
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4) 委員会

） 編集委員会 6 回

） 企画広報委員会 6 回

） 学会賞選考委員会 2 回

） シンポジウム企画委員会 2 回

） 出版委員会 2 回

） ベルソーブックス委員会 2 回

） 国際交流委員会 3 回

） 選挙管理委員会 2 回

） 水産学教育推進委員会 3 回

） 漁業懇話会委員会 1 回

） 水産利用懇話会委員会 3 回

） 水産増殖懇話会委員会 3 回

） 水産環境保全委員会 2 回

） 財務検討委員会（特別委員会） 3 回

） 水産政策委員会（特別委員会） 5 回（メール会議）

5) 支部

） 北海道支部 支部総会 1 回，支部評議員会 1 回

） 東北支部 支部総会 1 回，支部評議員会 2 回，支部幹事会 1 回，評議員幹事合同会議 1 回

） 関東支部 支部評議員会 1 回

） 中部支部 支部総会 1 回，支部評議員会 1 回

） 近畿支部 支部総会 1 回，支部評議員会 2 回

） 中国四国支部 支部総会 1 回，支部評議員会 2 回（内メール会議 1 回）

） 九州支部 支部総会 1 回，支部評議員会 3 回

会 員 数 異 動 状 況（種別会員数)

種別

平 成
18 年度末
現 在 数

平 成 19 年 度 異 動
平 成
19 年度末
現 在 数

平 成 20 年 3 月 1 日 現 在

入会
種別変更

死亡 退会 除名 平成 20 年度
よ り 入 会

種別変更
現在数

入 出 入 出

名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名
正 会 員 3,127 183 50 4 10 153 34 3,159 66 32 1 3,256
(内，永年会員) ( 59) ( 3) ( 0) (2) ( 2) ( 0) ( 58) ( 58)
団体会員 188 2 0 0 0 6 0 184 2 0 0 186
賛助会員 76 1 0 0 0 8 0 69 1 0 0 70
外国会員 114 25 4 2 1 17 7 116 6 1 4 119
学生会員 275 425 1 50 0 357 0 294 195 0 28 461
名誉会員 25 0 1 0 2 0 0 24 0 0 0 24

合 計 3,805 636 56 56 13 541 41 3,846 270 33 33 4,116

平成 20 年度 3 月 1 日現在支部別会員数（正会員学生会員)

支部
種別 北 海 道 東 北 関 東 中 部 近 畿 中国四国 九 州 合 計

名 名 名 名 名 名 名 名
正 会 員 357 230 1,016 494 317 381 461 3,256

(内，永年会員) (3) (4) (27) (4) (7) (7) (6) (58)
学 生 会 員 55 48 171 48 48 40 51 461


